
 

全トヨタ労連 ２９期（後）統一テーマ 経過報告シート 西久保グループ      活動期間：２０年８月～９月（♯１政治センター幹事会報告） 

産業目線 

【活動項目】 ②企業誘致 【活動テーマ】 阿知和地区工業団地造成の計画的な推進と周辺道路整備 

到達目標 
【中長期】２０２４年度までに造成及び周辺道路の整備を完了する。 
【２９期後半期】造成事業者選定と埋蔵文化財調査の実施と周辺道路の用地取得と詳細設計を進める。 

前回まで 

活動状況 
・連合愛知三河中地域協議会と会派（民政クラブ）から令和２年度当初予算要望として予算確保し事業化とする。 

 

 

 

 

 

今回 

具体的活動 

 

 

  ◎…予定前倒し 

〇…予定通り 

△…遅れあり 

【事業化された取り組みについて進捗確認を実施】 

９月定例会の追加補正予算について、総務企画委員会にて鈴木議員が用地取得の
内容を確認する。また、経済建設委員会にて加藤議員が道路線形変更内容を確認
する。 
 
＜阿知和地区工業団地造成事業について＞【進捗評価△】 
・募集をかける要求水準書等の準備は完了。しかし、新型コロナウイルス感染症

予防の観点で、募集後に面着しての調整が難しい状況にあり現在保留中。 
 今後の予定として、今年中には募集を出し、年度内には事業者の選定予定。 
 
＜周辺道路整備関連事業について＞【進捗評価◎】 
◆用地取得について（取得費） 
①西アクセス道路 ４億８，２５０万円（面積：４９，２２４㎡） 
②南アクセス道路 ３億  ４００万円（面積：３７，６９１㎡） 
  
◆西アクセス道路の変更理由（委員会にて確認内容） 
 当初、市道岡崎環状線と合流する部分が、東名高速道路を潜った直ぐの交差点
形状のため、信号の視認性が良くない状況にあり、安全性に課題があった。そ
こで、合流部を西側に移動することにより、信号の視認性を確保し安全性を保
つ線形とする。 

【図や活動の様子が分かる写真など】 

・阿知和地区工業団地造成事業とその 

周辺の道路整備の概要図 

今後の活動 
改選後も引き続き、令和３年度の当初予算要望に織り込み要請をする。 
また、一般質問や各種委員会にて、事業者選定や北側アクセス道路についても進捗状況を確認する。 

岡崎市 所属議員 太田 俊昭、鈴木 英樹、井村 伸幸、加藤 嘉哉 

今回の進捗 

【 〇 】 
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（造成の拡大図）

東名高速道路 
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全トヨタ労連 ２９期（後）統一テーマ 経過報告シート 西久保グループ      活動期間：２０年８月～９月（♯１政治センター幹事会報告） 

組合員目線 

【活動項目】 ④防災 【活動テーマ】 避難所運営の見直し及び医療救護所の配置見直し 

到達目標 
【中長期】民間・公共施設も含め早期の水平型避難や、公共施設・民間施設も含めた、分散型避難体制への見直し。 
【２９期後半期】新たに見直された最大浸水被害想定河川のハザードマップに反映。医療救護所の配置見直し。 

前回まで 

活動状況 
今期より活動のため、活動無し 

 

 

 

 

 

今回 

具体的活動 

 

 

  ◎…予定前倒し 

〇…予定通り 

△…遅れあり 

【事業化された取り組みについて進捗確認を実施】 

６月定例会の一般質問にて、太田議員がハザードマップ未整備河川に対し、見直
しの提言をする。また、９月定例会の追加補正予算について、井村議員がハザー
ドマップ更新内容を確認する。 

 

＜ハザードマップの見直しについて＞【進捗評価◎】 

◆９月定例会にて補正予算計上とその内容 

・防災情報広報業務にて、５９４万円の補正予算計上。 

・見直し反映対象河川：矢作川中流支川（青木川・真福寺川・巴川） 

・見直しスケジュール：データ修正 2020 年１月末まで 

           完成・配布 2020 年 3 月頃の予定 

 

＜医療救護所の配置見直しについて＞【進捗評価〇】 

◆再配置に向けた調査・検討 

・再配置対象施設の検討 

・一般質問等で提言をする。 

【図や活動の様子が分かる写真など】 

 
・岡崎市水害対応ガイドブックの表紙 

 

今後の活動 
改選後引き続き、ハザードマップの見直しスケジュールの進捗確認をする。 
医療救護所については、一般質問等で考え方の確認及び提言をする。 

 

岡崎市 所属議員 太田 俊昭、鈴木 英樹、井村 伸幸、加藤 嘉哉 

今回の進捗 

【 〇 】 
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